
ら し ん ば ん 

 

 

 

 

 

 

 

                Ｒ４．12 進路課だよりＮｏ9 文責：小幡 

 

～高等部1年生 産業現場等における実習の報告～ 
  

11月７日（月）～11月18日（金）のうち、５日間を基本として、高等部１年生にとって

初めてとなる職場実習が行われました。高等部１年生にとっては、何もかもが初めての経験と

なりました。日頃の授業や、先輩たちの報告から学んだことを生かし、ひとりひとりが自分な

りの目標をもって臨みました。 

 

＜１年生の実習の目的＞ 

 ・企業や障害福祉サービス事業所での実習をとおして、働く環境や雰囲気、生活を知る 

・今まで身に付けてきた力を実習先で発揮する 

・成果と課題を知り、今後の生活につなげる 

 

＜実習先からいただいた評価抜粋＞ 

成果 課題 

・挨拶やお礼などを、相手の名前を言いなが

言うことができた。 

・清潔な身だしなみだった。 

・ていねいな言葉遣いができていた。 

・仕事を覚えたら、一人でも行うことができ

ていた。 

・報告や相談をすることができていた。 

・ていねいに作業を行うことができていた。 

・挨拶や返事を、自分からしたり、適切な声

量でしたりできるようにしたい。 

・集中力を持続できるようにしたい。 

・ルールを守って生活できるようにしたい。 

・忘れ物をしないようにしたい。 

・柔軟な対応ができるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

羅針盤 

 １年生の、最初の実習という

こともあり、生活習慣やコミュ

ニケーション面の基本的な事柄

が多く話題に上がっているよう

でした。いただいた評価を真摯

に受け止め、次は２年生の第一

回職場実習に向けて頑張ってい

きましょう！ 

 



＜実習の様子＞ 

 

 

 

 

洗車 野菜の定植 

商品の陳列 工芸製品作り 

清掃 座金数え 

 初めての職場実習から学んだことを振り返り、これから頑張ることを実習報告会で宣言し

ました。また、実習後面談で、保護者の方々とも共有しました。次の実習は２年生の６月・

７月に行われます。新しい目標をもって、学校でも家庭でもできることに取り組んでいきま

しょう！！ 

 事前打ち合わせや書類の提出等、ご家庭からもたくさんのご協力をいただきました。あり

がとうございました。 


